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令和７年度当初予算は、少子高齢化や地域防災、安心して子育てできる環境の充実など、村が直面
する諸課題への対応と「第五次天栄村総合計画」に掲げる５つの基本目標の実現に向けた諸施策を中
心に予算が上程されました。

議案第 30号　令和７年度天栄村一般会計予算PickUP!!

新年度６つの重点事業を中心に予算編成
歳入歳出総額46億3，500万円

令和７年度予算成立令和７年度予算成立

令和７年３月定例会は３月４日から開会し、令和７年度予算や条例制定など議案 42件（発
議案２件を含む）が提出され、審議の結果、全会一致で可決されました。
また、４件の陳情を審議し、１件採択、２件継続審査、１件不採択としました。
本定例会では、５人の議員が一般質問を行い、災害時の廃棄物処理計画や有害鳥獣対策実
施隊の現状について問いました。

令和７年度
重点事業

● 人口減少・移住定住 ● 地域防災・防犯力の強化
● 子育て支援 ● カーボンニュートラルの実現
● 賑わいと地域活力の創出 ● DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進

会計名 予算額 前年度比
一般会計 46 億 3,500 万円 3.6％↓

特
別
会
計

国民健康保険 事業勘定 6 億 3,751 万円 4.5％↓
診療施設勘定 5,170 万円 1.0％↓

牧本財産区 63 万円 0.8％↓
大里財産区 29 万円 7.8％↑
湯本財産区 25 万円 ー
工業用地取得造成事業 3,301 万円 ー
二岐専用水道 270 万円 7.2％↓
介護保険 6 億 8,676 万円 3.2％↑
後期高齢者医療 6,833 万円 8.6％↑

公
営
企
業
会
計

水道事業

収益的収入 1 億 5,697 万円 9.5％↓
収益的支出 1 億 5,697 万円 10.4％↓
資本的収入 6,820 万円 24.4％↓
資本的支出 1 億 5,510 万円 3.9％↓

下水道事業

収益的収入 3 億 2,955 万円 0.4％↓
収益的支出 3 億 2,955 万円 1.2％↓
資本的収入 0.2 万円 100.0％↓
資本的支出 8,896 万円 17.2％↓
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● 一般会計予算額の推移
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主な　新規（◇）・拡充（◆）・継続（●）事業は、下記のとおりです。

新年度予算編成は、少子高齢化・人口減少、地域防災・防犯力
の強化など村が直面する諸課題への対応や第五次天栄村総合計
画に掲げる５つの基本目標のもと予算が組まれました。

令和７年度の注目事業

● 保育料・学校給食費の無償化
 3,216万円
　 →子育て支援・少子化対策として
　 　保育料・学校給食費を無償化
◇ 小中学校体育館空調設備整備事業
 １億5,917万円
　 →避難所となる小中学校体育館の
　 　空調設備整備を実施

◇ 村制施行70周年記念式典事業 429万円
　 →記念式典の開催と村政進展等に寄与された方を表彰
◇ 議会ペーパーレス推進事業 249万円
　 →タブレット端末を
　 　導入し、ペーパー
　 　レス化による環境
　 　負荷低減を実施

◇ 米・食味分析鑑定コンクール国際大会プレ大会負担金 60万円
　 →令和８年度から３年間開催される国際大会に向け良食味の推進
● てんえいふるさと公園広場施設等整備事業 5,500万円
　 →子育て世代の憩いの場として公園広場の整備を実施
◇ 魅力・情報発信事業 1,022万円
　 →村の特産品や観光情報をJRの情報誌に掲載し、ポータルサイトを充実
● インバウンド拡大情報発信事業 1,135万円
　 →インフルエンサーによる動画配信などインバウンド誘客を推進

◇ 妊婦のための支援給付事業 
 250万円
　 →相談支援と経済的支援を一体として
　 　実施
◇ 児童入退所管理・うつぶせ寝感知システム
　  導入 　　407万円
　 →保育施設の利便性の向上と安心安全な
　 　保育環境づくりを推進

◇ ゼロカーボン住宅推進リフォーム支援事業補助金
 150万円
　 →ゼロカーボン推進工事、防災・減災推進工事の
　 　費用一部補助
◇ 緊急自然災害防止対策事業（農業用施設）
 5,600万円
　 →飯豊地区排水路改修実施設計、四十檀地区ため池
　 　改修工事
◇ 消防団員準中型自動車運転免許等取得事業補助金
 178万円
　 →消防車両の運転に必要な免許を取得する消防
　 　団員に費用を補助

安全・安心な環境づくり

予算総額　10億8,172万円

地域を活かした
産業づくり

予算総額　３億9,475万円

みんなで支え合い築く
健康づくり

予算総額　８億9,841万円

未来につなぐ
村づくり
予算総額

６億4,400万円

心豊かな
人づくり
予算総額

４億2,407万円
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ふるさと納税返礼品の取り扱い状況や返礼品の確保につ
いてどのように考えているか伺いたい。

うつぶせ寝感知システム導入業務委託とあるが、どのようなシステムとなって
いるのか。

四十檀地区ため池改修工事請負費とあるが、どういった利用目的で行われる工
事なのか。

インバウンド拡大情報発信業務委託と魅力発信事業業務委託の内容、また現在
インバウンドの状況について伺いたい。

【企画政策課長】
返礼品については、お酒や米などのブランド品や加工品などが主となって

おり、最近では体験型ツアーなどが人気となっています。今後セット商品の
開発を行うとともに、お酒や米などの数が不足しているものについて担当課
と課題解決に向け検討を行います。

【健康福祉課長】
保育所で午睡する乳幼児の寝ている方向を感知し、タブレッ

トへアラーム通知をするものです。うつぶせ寝などによる突然
死を防止し、安全性の確保を目的に導入します。１つのカメラ
で 10 人の乳幼児を感知することが可能となっています。

【建設課長】
天栄幼稚園の南側にあるため池で、堆積土砂や繁茂した樹木により貯水量が減少しています。

越水する危険性もあることから、劣化した取水施設調整や洪水調整機能回復を目的に行います。
また、農業ため池としての機能回復も見込まれます。

【産業課長】
インバウンド拡大情報発信業務委託
　SNSにおいて、インフルエンサーによる動画発信を引き続
き実施するほか、台湾の旅行会社を招致し、村内のトリップツ
アーを企画。
魅力発信事業業務委託
　令和6年度に構築したポータルサイトの外国語化、ふくしま
DCに向けJRと連携しウェブ広告や新幹線に設置されている
630万部発行の情報誌への掲載を予定。

インバウンドの状況については、令和 5 年度 416 人、令
和 6 年度 650 人の入込と増加傾向にあります。

石塚議員

齋藤議員

服部議員

吉成議員

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

新年度予算への質疑と答弁

JR 大宮駅での物販の様子

ふるさと納税サイト
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ごみ減量化・リサイクル化推進事業補助金とあるが、これまで行った内容と令
和 7 年度の取り組みについて伺いたい。

令和 6 年度予算で保育所施設敷地造成工事請負費 1 億 1,289 万円を減額し、令
和 7 年度で天栄保育所屋外整備工
事請負費 1 億 2,818 万円を予算
計上しているが、差額が出ている
理由と内容について伺いたい。

【住民課長】
令和 6 年度においては、生ごみ減量チャレン

ジ対策や令和 7 年 4 月から開始されるプラス
チックごみの分別にかかるチラシの作成、各小
中学校において啓発運動を実施しました。令和
7 年度については、環境衛生委員のごみの意識
改革研修、リサイクルハウスでの啓発物品や周
知、資源ごみ回収ハウス（へるすぴあ脇）に来
場した方へポイントを付与し、回数によってご
み袋をプレゼントするなどの取り組みを実施す
る予定です。

【健康福祉課長】
増額の主な要因については、人件費等物価

高騰による経費の増及び外構工事に合わせ屋
外遊具の設置工事が含まれています。新規の
遊具 2 つ、既存の遊具の移設を行う予定です。

小山議員

円谷議員

Q

Q

A

A

議案第 15号　天栄村体育館施設条例の一部を改正する条例の制定

電気料等の高騰に伴い使用料を増額
PickUP!!

　村体育施設の維持管理に係る電気料等の高騰に伴い、照明や冷暖房設備の使用料を下記
のとおり改正するものです。
⃝使用料（抜粋） （単位 : １時間当たり）

※村内高校生以下の使用料は無料

区分 改正後

天栄村総合農村運動広場 村内 一般 照明 （半面）　1,150 円
（全面）　2,300 円

150 円増
300 円増

天栄村体育館 村内
一般

（アマチュアスポーツ）
その他行事

照明 （全面）　　460 円 60 円増

暖房 （全面）　1,720 円 220 円増

湯本体育館 村内 一般（アマチュアスポーツ） 照明 （全面）　　460 円 60 円増

天栄村屋内運動場 村内 一般 照明 （全面）　　230 円 30 円増

天栄村屋内スポーツ広場 村内 一般
照明 （半面）　　230 円

（全面）　　460 円
30 円増
60 円増

暖房 （半面・全面）1,720 円 220 円増

大里小学校での啓発運動

園庭で遊ぶ子どもたち
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番号 事 件 内 容 結果

議
案

1 専決処分の報告及び承認について
令和6年度天栄村一般会計補正予算歳入歳出
700万円追加→湯本地区災害救助法適用に伴
う除雪事業にかかる経費

承認

2 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条
例の制定について

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所
要の改正 原案可決

3 天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について デジタル社会形成基本法等の一部を改正する
法律の施行に伴う所要の改正 原案可決

4 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

一般職の給与に関する法律等の一部を改正す
る法律の施行に伴う所要の改正 原案可決

5 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて 次世代育成支援対策推進法の一部を改正する

法律等の施行に伴う所要の改正
原案可決

6 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

7 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所
要の改正 原案可決

8 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 福島県人事委員会勧告に準拠し、給与制度の
改定等のための所要の改正 原案可決

9 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

一般職の給与に関する法律等の一部を改正す
る法律の施行に伴う所要の改正 原案可決

10 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

福島県人事委員会勧告に準拠し、職員の給与
に関する条例の改正に伴う所要の改正 原案可決

11 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制定について 障がいを理由とする差別の解消の推進に関す
る法律の規定に該当する規定の削除 原案可決

12 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

特定子ども・子育て支援施設等の運営に関す
る基準の一部改正に伴う所要の改正 原案可決

13 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

児童福祉施設の設備等の運営に関する基準等
の一部改正に伴う所要の改正 原案可決

14 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する条例の制定について エネルギー価格、物価高騰の状況を踏まえ使
用料改正 原案可決

15 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 5ページへ掲載 原案可決

16 天栄村企業職員の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

一般職の給与に関する法律等の一部を改正す
る法律の施行に伴う所要の改正 原案可決

17 大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 令和7年度から5年間の新たな整備計画につい
て議会の議決を求めるもの 原案可決

18 村道の路線の廃止について 路線の終点変更に伴う村道1路線の廃止と大
里地内に新設した村道3路線の認定

原案可決
19 村道の路線の認定について 原案可決
20 令和６年度天栄村一般会計補正予算について 歳入歳出12,927万円減 原案可決

21 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 事業勘定：歳入歳出3,510万円減
診療勘定：歳入歳出638万円減" 原案可決

22 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算について 歳入歳出134万円追加 原案可決
23 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算について 歳入歳出21万円追加 原案可決
24 令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について 歳出予算の組み替え 原案可決
25 令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 歳入歳出10万円減 原案可決
26 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 歳入歳出2,647万円減 原案可決
27 令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について 歳入歳出138万円追加 原案可決

28 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算について 収益的収入及び支出27万円追加
資本的収入456万円、支出999万円減 原案可決

29 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算について 収益的収入及び支出95万円追加
資本的収入20万円減、支出130万円追加 原案可決

30 令和７年度天栄村一般会計予算について 2～3ページへ掲載 原案可決

31 令和７年度天栄村国民健康保険特別会計予算について 事業勘定：歳入歳出6億3,751万円
診療勘定：歳入歳出5,170万円 原案可決

32 令和７年度牧本財産区特別会計予算について 歳入歳出63万円 原案可決
33 令和７年度大里財産区特別会計予算について 歳入歳出29万円 原案可決
34 令和７年度湯本財産区特別会計予算について 歳入歳出25万円 原案可決
35 令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 歳入歳出3,301万円 原案可決
36 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について 歳入歳出270万円 原案可決
37 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算について 歳入歳出6億8,676万円 原案可決
38 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について 歳入歳出6,833万円 原案可決
39 令和７年度天栄村水道事業会計予算について 2ページへ掲載 原案可決
40 令和７年度天栄村下水道事業会計予算について 原案可決

発
議
案

1 天栄村議会個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所
要の改正 原案可決

2 天栄村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ペーパーレス化を目的にタブレット端末導入
にあたり規則を制定するもの 原案可決

３月定例会その他審議結果一覧表 ３
月
定
例
会
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案件 番号 事　　　件 内　　　容 結果

議
案 １ 令和６年度天栄村一般

会計補正予算
歳入歳出 6,000 万円追加
→ふるさと納税寄附金の増加にかかる寄附金や
　積立金の増

原案可決

令和７年第２回臨時会の議案審議結果  期日：２月３日

村
政
を 

問
う

答
弁
を
除
く
議
員
の
発
言
時
間
を
40
分
と
し
た
一
問

一
答
式
の
ス
タ
イ
ル
。
村
民
の
た
め
の
適
切
な
村
政

運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次ページ
から

一般質問

一
般
質
問
と
は
？

受理番号１で提出された「成人式開催時期につ
いて」は、村内在住の高校生らが主体となって提
出された陳情書です。

成人式（20 歳の集い）を夏から冬に変えては
どうかという思いから、自らアンケート調査を行
い、意見を集めるなど、行動力に溢れており、と
ても素晴らしいものでした。

村議会としてもこういった制度を用いながら、
意見を伝えようとしてくれたこと、また、これか
ら成人式を迎える方たちの思いをぜひ後押ししよ
うと、陳情書を採択し、その結果を村執行部へ提
出しました。

陳情書４件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、以下の結果となりました。

※請願・陳情の方法については村ホームページに掲載しています。
https://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/gikai-seigan.html

４件の陳情を審査へ

受理
番号 請願・陳情件名 提出者 付託委員会 結果

１ 成人式開催時期について
福島県岩瀬郡天栄村大字牧之内字
児渡 54
佐藤　　夢　　他 63名

総務 採択

２
福島県最低賃金の引き上げと早期
発効を求める意見書提出の陳情に
ついて

福島県須賀川市八幡町 135
日本労働組合総連合会福島県連合会
須賀川地区連合
議長　加藤　政之

産業建設 不採択

３
国に対し「女性差別撤廃条約選択
議定書のすみやかな批准を求める
意見書」提出についての陳情 福島市船場町 3-26

新日本婦人の会福島県本部
会長　井上　裕子

総務 継続
審査

４
国に対し「選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書」提出につい
ての陳情

地元子ども達からの声を村へ
陳情結果を村長へ提出

３月 13 日㈭大須賀議長・円谷副
議長・吉成総務委員長の 3 人が陳情
結果と、議会の意見を村長へ提出
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災
害
時
に
発
生
す
る
廃
棄
物

の
処
理
計
画
の
策
定
が
本
村

は
未
策
定
だ
が
現
在
の
状
況

を
伺
い
た
い
。

環
境
省
の
「
災
害
廃
棄
物
対

策
指
針
」
に
基
づ
き
、「
福
島

県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
及

び
「
天
栄
村
地
域
防
災
計
画
」

等
の
関
連
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
つ
つ
、
現
在
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

天
栄
村
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
中
に
「
起
き
て
は
な
ら
な

い
最
悪
の
事
態
」
と
し
て
、
大

量
に
発
生
す
る
災
害
廃
棄
物

の
処
理
の
停
滞
に
よ
り
復
旧
・

復
興
が
大
幅
に
遅
れ
る
事
態

と
し
て
お
り
、
昨
年
の
７
月
下

旬
に
山
形
・
秋
田
両
県
を
襲
っ

た
豪
雨
で
は
両
県
の
全
市
町

村
は
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策

定
済
で
、
迅
速
な
初
動
に
つ
な

が
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
本
村

で
も
早
期
の
策
定
を
お
願
い

し
た
い
。

「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

防
災
士
資
格
取
得
に
要
す
る

費
用
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

る
が
、
こ
の
制
度
の
状
況
は
。

令
和
５
年
度
よ
り
地
域
に
お

け
る
防
災
力
の
向
上
を
目
的

に
、「
天
栄
村
防
災
士
資
格
取

得
奨
励
金
交
付
要
綱
」
を
定

め
、
防
災
士
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
励
金

を
活
用
し
、
令
和
５
年
度
に
１

名
、
令
和
６
年
度
に
２
名
の
計

３
名
が
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
村
と
し
て
は
、
制
度
の
周

知
を
図
り
、
各
行
政
区
単
位
で

の
防
災
の
担
い
手
と
な
る
人

材
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

激
甚
化
傾
向
に
あ
る
自
然
災

害
か
ら
人
的
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
住
民
一
人
一
人
の
行
動
が

必
要
と
な
り
、
行
政
区
の
駐
在

員
・
住
民
へ
周
知
し
て
い
く
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
村 
長

村 

長
防
災
士
資
格
取
得
奨
励
金
と
は

Q
人
材
確
保
・
育
成
し
、
地
域
の
防
災
力
を
向
上

A

令和 2年地震時の災害廃棄物置場の様子

自助、共助、協働を原則と
して、社会の様々な場で防
災力を高める活動が期待さ
れ、そのための十分な意識
と一定の知識・技能を修得
したことを日本防災士機構
が認証した人です。

防災士とは？Q

災害時の廃棄物処理計画の状況はQ

策定を進めており、３月末に完了A

齋
藤
　
寿
昭 

議
員

1番

村
政
を
問
う

①
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い
て

②
防
災
士
資
格
取
得
奨
励
金
に
つ
い
て
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各
地
域
の
代
表
者
へ
説
明
会

を
開
催
し
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ

た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
農
地
の

集
積
状
況
、
農
地
集
積
に
関
す

る
考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

担
い
手
名
簿
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
現
在
関
係
機
関
に
意

見
聴
取
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
縦
覧
広
告
を
経
て
、
３
月
下

旬
に
策
定
、
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
集
積
に
つ
い
て

は
約
50
％
の
集
積
が
さ
れ
て
お

り
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
土

地
の
集
積
、
集
約
を
進
め
効
率

的
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

地
域
計
画
の
集
落
内
で
の
話

し
合
い
は
今
後
行
う
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
利
用
地

図
が
作
成
後
、
集
落
内
で
の
話

し
合
い
を
進
め
ま
す
。

現
在
の
水
田
の
規
模
別
農
家

数
は
ど
の
よ
う
な
数
字
か
。

昨
年
の
水
稲
共
済
ベ
ー
ス
で

次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
計
画
の
基
に

な
る
国
土
利
用
計
画
と
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
（
以
降
「
農

振
計
画
」）
の
策
定
は
い
つ
行
う

の
か
。

国
土
利
用
計
画
は
令
和
３
年

度
に
策
定
さ
れ
、
計
画
期
間
は

令
和
３
年
か
ら
令
和
13
年
と
な

り
ま
す
。

農
振
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

５
年
度
に
指
定
を
受
け
、
平
成

８
年
３
月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

農
振
計
画
の
10
年
を
目
安
に

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
見
直
し
を
行
う

の
か
。

今
後
見
直
し
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

農
振
計
画
に
つ
い
て
は
、
村

内
全
域
の
土
地
利
用
の
基
本
と

な
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
今
後

進
め
ら
れ
る
農
地
集
積
や
開
発

計
画
な
ど
将
来
の
村
の
土
地
利

用
の
指
針
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

村 
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

企
画
政
策
課
長

沖内地区の田植え時期風景

水田規模 農家数（件）

1ha未満 125

1ha 以上3ha未満 165

3ha 以上5ha未満 47

5ha以上10ha未満 27

10ha 以上 9

合計 373

⃝水田の規模別農家数

農地集積はどのような方針で
行うのかQ

地域計画により経営規模拡大と
利用効率の良い集積を誘導A

吉
成
　
邦
市 

議
員

3番

村
政
を
問
う

①
村
地
域
計
画
と
農
用
地
の
利
用
実
態
、
今
後
の
農
地
集
積
の
計
画
は

9 天栄村議会だより
No.168



公
共
施
設
等
を
計
画
的
に
管

理
し
て
い
く
今
後
の
指
針
は
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
平

成
29
年
度
に
策
定
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
10
年
間
の
公
共
施
設

に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
や
管

理
に
関
す
る
基
本
方
針
な
ど
を

定
め
、「
天
栄
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
お
よ
び
「
公
共

施
設
個
別
計
画
」
に
基
づ
き
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年

度
ま
で
の
維
持
管
理
状
況
つ
い
て

令
和
3
年
度
は
役
場
庁
舎
の

空
調
設
備
改
修
等
6
施
設
8
件
、

1
億
9
9
5
万
5
千
円

令
和
4
年
度
は
、
役
場
庁
舎

の
空
調
設
備
改
修
等
8
施
設

1
億
3
，
0
9
6
万
９
千
円

令
和
５
年
度
は
旧
羽
鳥
小
学

校
校
舎
解
体
工
事
等
８
施
設
８

件
9
，
7
7
2
万
円

3
年
間
で
延
べ
20
施
設
25
件

3
億
3
，
8
6
6
万
3
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
合
管
理
計
画
及
び
個
別
施

設
計
画
は
、
い
ず
れ
も
令
和
9

年
度
が
最
終
年
度
の
こ
と
か
ら
、

現
在
の
基
本
計
画
の
基
本
方
針

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
社

会
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

過
去
3
年
間
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
等
（
舗
装
・
橋
梁
）
の
更
新

費
用
は
。

左
記
の
と
お
り
で
す
。

過
去
3
年
間
（
令
和
3
年
か

ら
令
和
５
年
）
一
般
会
計
決
算

額
の
更
新
費
用
の
割
合
は
。

過
去
3
年
間
の
年
度
ご
と
の
一

般
会
計
更
新
費
用
決
算
額
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
関
連
し
た

「
建
物
Z
E
B
化
」
な
ど
、
改

修
計
画
の
考
え
は
。

環
境
に
配
慮
し
た
改
修
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
今
後
の
計

画
と
の
整
合
性
や
費
用
対
効
果

を
十
分
検
討
し
た
う
え
で
、
次

期
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

公共施設等総合管理計画の現況と
将来の見通しはQ

社会情勢を踏まえ適切な維持管理に
努めるA

⃝公共施設（インフラ）の更新費用

⃝公共施設等の更新費用割合

⃝環境省ZEBポータル

0
20,000
40,000
60,000
80,000
100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
200,000

R5R4R3

（
単
位:

千
円
）

建物

舗装

橋梁

109,955 130,969 97,720

13,840

24,913
1,496

27,108

88,882

https://www.env.go.jp/
earth/zeb/index.html

◀引用元：環境省ZEBポータル

（
単
位:

千
円
）

一
般
会
計
決
算
額

更
新
費
用

R3 R4 R50

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

125,291
（約２.４％）

182,990
（約３.４％）

186,602
（約３.８％）

5,165,696

5,308,774

4,848,761

馬
場
　
吉
信 

議
員

4番

村
政
を
問
う

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
現
況
と
将
来
の
見
通
し
は
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有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
の
総

員
は
13
名
で
、
比
較
的
若
い
方

は
３
名
の
方
し
か
居
な
い
状
況

だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

ワ
ナ
免
許
取
得
に
要
す
る
費

用
の
全
額
負
担
や
猟
銃
免
許
の

新
規
取
得
に
要
す
る
費
用
補
助

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
、
実

施
隊
の
人
数
増
加
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

若
い
後
継
者
育
成
が
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
が
、
村
役
場

産
業
課
内
に
専
従
者
（
専
門
職

者
）
等
の
配
置
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

専
門
的
な
知
識
の
あ
る
人
材

の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

猟
銃
を
所
持
し
て
い
く
う
え

で
多
額
の
経
費
や
大
き
な
責
任

が
つ
い
て
回
る
と
聞
い
て
お
り
、

新
規
会
員
の
増
員
に
努
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

他
市
町
村
の
状
況
な
ど
も
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

講
習
会
等
の
免
許
所
得
者
へ

の
教
育
を
今
後
も
進
め
て
い
た

だ
き
、
取
得
者
の
方
へ
有
害
鳥

獣
駆
除
の
協
力
を
し
て
い
た
だ

く
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

防
災
備
品
の
保
管
状
況
に
つ

い
て
、
村
民
全
人
数
分
の
備
品

の
確
保
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
防
災
備
品
寝
具
等
保
管
数

量
及
び
食
料
品
の
保
管
数
量
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

天
栄
村
地
域
防
災
計
画
に
お

け
る
避
難
所
で
の
収
容
人
数
は

約
１
，
７
０
０
名
で
す
。

村
体
育
館
及
び
各
小
学
校
の

開
閉
は
誰
が
行
い
、
災
害
時
に

は
ど
の
く
ら
い
で
準
備
が
完
了

す
る
の
か
。

村
体
育
館
は
通
常
総
務
課
が

開
閉
し
、
各
学
校
に
お
い
て
は

各
課
と
の
連
携
に
て
開
閉
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
場
所

準
備
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
て

約
１
時
間
の
時
間
を
要
す
れ
ば

準
備
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
職
員
の
災
害
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
や
訓
練
等
の
実
施
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

職
員
に
は
災
害
時
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
配
付
を
行
い
、
そ

れ
に
基
づ
き
招
集
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常

招
集
一
斉
メ
ー
ル
に
よ
り
招
集

訓
練
を
年
に
１
回
以
上
行
っ
て

い
ま
す
。

行
政
区
単
位
で
の
避
難
訓
練

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議 

員
議 

員

議 

員
議 

員
議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

村 

長

村 

長

産
業
課
長

産
業
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

避
難
可
能
人
数
の

把
握
と
防
災
備
品
の

確
保
状
況
は

Q
収
容
可
能
人
数
は

約
１
，
７
０
０
名
、

飲
料
水
は
全
村
民
の
約
４
日
分

A

品目名 数量

寝
具
等

毛布 1,140枚
パーテーション（仕切り） 295枚

マット 460枚
簡易ベッド 63台

食
料
品

備蓄食料米 15,000食
パン缶詰 1,800食
ビスケット 8,400缶

⃝防災備品等について

有害鳥獣対策実施隊の後継者確保が
急務ではQ

人数増加に向け制度の見直しを検討A

石
塚
　
喜
𠮷 

議
員

2番

村
政
を
問
う

①
村
内
の
有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
の
現
状
に
つ
い
て

②
災
害
発
生
時
の
避
難
所
に
お
け
る
受
入
体
制
や
備
品
の
備
え
は
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令
和
６
年
度
に
お
け
る
防
災
・

減
災
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な

災
害
対
策
を
執
行
し
た
か
。

本
年
度
実
施
の
主
な
事
業
の

内
容
は
、
用
水
路
改
修
、
村
道

舗
装
整
備
及
び
橋
梁
補
修
、
耐

震
性
防
火
水
槽
等
更
新
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
区
防
災
計
画

策
定
に
向
け
た
研
修
会
や
全
行

政
区
の
役
員
を
対
象
と
し
た
避

難
訓
練
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。新

年
度
に
お
け
る
防
災
・
減

災
関
係
の
対
策
は
。

道
路
及
び
農
業
用
施
設
の
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
や

消
防
力
の
充
実
を
図
る
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更
新
な

ど
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

村
内
高
校
生
か
ら
「
20
歳
の

集
い
」
を
夏
か
ら
冬
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
陳
情
書
が
議
会
に

提
出
さ
れ
た
が
、
村
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

（
陳
情
に
お
け
る
主
な
理
由
）

１
．
他
の
自
治
体
は
冬
に
開
催

し
て
い
る
為

２
．
一
生
に
一
度
は
振
袖
を
着
た

い
と
い
う
声
が
多
々
あ
る
為

３
．
近
年
は
猛
暑
で
ス
ー
ツ
な

ど
を
着
て
参
加
す
る
の
は
負

担
に
な
る
為

４
．
就
職
試
験
等
が
夏
の
時
期

に
あ
り
忙
し
く
な
る
為

若
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

も
変
化
し
て
お
り
、
多
様
な
考

え
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
20
歳
を
迎
え
る

方
や
ご
家
族
な
ど
に
も
ご
意
見

を
伺
う
機
会
を
持
つ
な
ど
、ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
よ
り
良
い
式
典
と

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

過
疎
化
が
進
み
、
人
口
が
減

少
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

移
住
定
住
の
促
進
や
若
い
世
代

に
対
す
る
定
着
支
援
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
に
対
す
る
各
種

支
援
施
策
な
ど
、
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
令
和
7
年
度
か
ら
の
新
た

な
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
総
合
的
・
効
果
的
な
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

村の防災・減災への対策はQ

道路改修や消防力充実を図り対策推
進に努めるA

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

村 

長
村 

長

村 

長

村 

長

20
歳
の
集
い
の
開
催

時
期
に
つ
い
て
村
の

考
え
は

Q
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

よ
り
良
い
式
典
と

な
る
よ
う
意
見
を
伺
う

A

人
口
減
少
対
策
の

取
り
組
み
は

Q
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
を
推
進
す
る

A

服
部
　
　
晃 

議
員

6番

村
政
を
問
う

①
防
災
・
減
災
へ
の
対
策
に
つ
い
て

②
「
20
歳
の
集
い
」
の
開
催
時
期
に
つ
い
て

③
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

令和６年度 20歳の集い
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議会運営 委員会

議会広報 常任委員会

議会運営委員会（小山副委員長）委員４人及び大須賀議長は、
議会活性化について先進的に取り組んでいる神奈川県葉山町
議会を視察しました。
葉山町は 2009 年に議会基本条例を制定し、現在は定期的
に見直しを行いながら町独自の制度を設けています。開催さ
れる全ての会議は原則公開し、住民に対して透明性を確保し
ていました。
また、議会報告会や各種団体懇談会では、町民との意見交
換の場を設け、ワークショップの開催を予定するなど住民参
加の工夫が行われていました。
一方、別荘地から住宅地に変化した葉山町は、宅地やマン
ション開発に関する陳情が増えており、委員会の開催日数が
増加したことから、今年 5月から通年議会制の開始が予定さ
れるなど、議会機能の強化と議会運営の活性化を図っていま
した。
村議会においても、これらの数々の取り組みを参考にし、
今後住民に開かれた議会となるよう、さらなる積極的な討議
を行います。

議会広報常任委員会（馬場委員長）委員５人は、北海道か
ら群馬県の町村議会広報担当者が受講する議会広報クリニッ
ク（紙面診断）へ参加しました。
３つの分科会で各講師による広報クリニックが行われ、ク
リニック前半では、記事の３要素である①見出し②リード③
本文について触れ、要点が一目で分かる見出しをつけること
に重点が置かれて説明されました。
クリニック後半では、提出された広報紙を活用した討論型
クリニックが行われ、参加者から出された意見を基に討論が
交わされました。
今回のクリニックを通じて、他議会担当者のコメントを聞
くことで視野が広がり、新たな視点と柔軟な発想を学ぶきっ
かけとなりました。他町村の取り組みを参考にし、今後より
一層住民の目線にたった広報紙の作成に努めます。

議会活性化の取り組み状況について視察

他町村議会の広報編集について視察
～討論型クリニック参加～

葉山町議会議場

研修会での様子

葉山町議会議長より説明

議会広報クリニック会場

行政
調査

　議会運営委員会（小山副委員長）は、令和７年１月２２日から２３日に
かけ神奈川県葉山町へ、議会広報常任委員会（馬場委員長）は、令和
７年２月１３日から１４日にかけて全国町村議会広報クリニックへ行政
調査等を行いました。
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令和７年２月12日▶総務常任委員会所管事務調査

総務常任委員会では、２月 12日㈬に大里小学校の３・４年生と牧本小学校の２・３年生の複
式学級における授業の様子を参観しました。
大里小では１つの教室で担任の先生が二学年間の指導過程を「ずらし」かつ「わたり」ながら、
スムーズに学習を進めており、牧本小学校では、別教室において２年生が算数を３年生は県から
の補正の先生が理科の学習を担当していました。
両校とも児童一人ひとりに先生の目
が配られ、意欲的に学習に取り組んで
いる姿を確認することができました。
参観後は、校長先生との懇談があり、
児童達のさらなる学力の向上や多様な
意見等に触れさせるため他校や地域で
の交流を増やすことなどを要望してき
ました。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
他

町
村
の
広
報
担
当
者
が
受
講
す
る

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、
他

町
村
の
様
々
な
取
組
を
参
考
に
広

報
紙
面
の
刷
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
新
年
度
予
算
へ
の
質

疑
と
答
弁
を
新
し
く
追
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
議
会
広
報
を
心
掛
け
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　（
馬
場
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⃝

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
馬
場
　
吉
信

　
　
副
委
員
長
　
　
石
塚
　
喜
𠮷

　
　
委

員
　
　
円
谷
　
　
要

　
　
委

員
　
　
吉
成
　
邦
市

　
　
委

員
　
　
齋
藤
　
寿
昭

【
追
悼
】

熊
田
喜
八
議
員
の
訃
報
に
接
し
、

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
　
　
　（
議
員
一
同
）

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

☎82-2101

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページを
ご覧ください

議会のホームページが開設され
ています。議会の概要、平成27
年以降の会議録、議会だよりが
掲載されています。

天栄村ホームページトップ
https://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

天栄村議会 をご覧ください。

天栄村議会

複式学級の授業の様子を参観

②牧本小学校①大里小学校

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動

　表紙の写真は天栄幼稚園入園式の一コマです。
入園生30名、子どもにとっては初めての集団生
活のスタートです。
　保護者も一緒に参加して、園の方針や先生の紹
介、これからの生活についての説明を受けました。
　年長（ゆり組）の元気いっぱい大きな声で「お
はようございまーす」、無邪気で素直な姿に心が
和み、これからの成長が楽しみになりました。
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